
No 市 項目等 意見の内容

３　調査、予測及び評価の手法にかかわる事項
（１）全般にかかわる事項
③　対象事業実施区域周辺には、他に火力発電所の新設
が見込まれており、供用時における大気環境、水環境、
海生生物等への重畳的な影響が懸念されることから、重
畳を踏まえた予測に必要な情報の収集に努めるととも
に、予測及び評価に当たっては、これに配慮すること。

（仮称）姉崎火力発電所新１～３号機建設計画に係る環境影響評価方法書への関係市長からの意見と事務局対応案

事務局対応案（論点整理）

1 市原市 総括事項

　(1)　この計画に伴う環境影響を回避・低減するため、
周辺住民等から得られた意見を十分勘案するとともに、
必要に応じて専門家等の助言を受けた上で、科学的見地
に基づく十分かつ適切な調査を行い、予測及び評価並び
に環境保全措置の検討を行うこと。

答
申

３　調査、予測及び評価の手法にかかわる事項
（１）全般にかかわる事項
①　環境影響評価の実施に当たっては、各活動要素及び
環境要素に係る影響について改めて検討した上で環境影
響評価項目を適切に選定し、最新の知見を基に、調査、
予測及び評価を定量的に行うとともに、具体的な環境保
全措置の検討を行うこと。

2 市原市 総括事項

　(2)　事業実施想定区域周辺の既存並びに現在計画され
ている五井火力発電所や、他の発電所との重畳を踏まえ
た評価に必要な情報を収集し、これらを踏まえた調査、
予測及び評価を行い、適切な環境保全措置を検討し、そ
の結果を準備書に記載すること。

答
申

３　調査、予測及び評価の手法にかかわる事項
（１）全般にかかわる事項
①　環境影響評価の実施に当たっては、各活動要素及び
環境要素に係る影響について改めて検討した上で環境影
響評価項目を適切に選定し、最新の知見を基に、調査、
予測及び評価を定量的に行うとともに、具体的な環境保
全措置の検討を行うこと。

3 市原市 大気質
ア　煙突の高さについては、大気汚染物質の拡散状況を
踏まえ、煙突ダウンウォッシュの影響が回避されるよう
適切な高さ及び配置計画となるよう検討すること。

答
申

（２）大気質にかかわる事項
②　風洞実験により確認を行うとしている建物ダウン
ウォッシュの影響については、実験結果を明らかにし、
必要に応じて建物・煙突の高さ等の諸元を見直すこと。

4 市原市 大気質

イ　大気質に係る各環境要素について、事業実施想定区
域周辺の年間を通じた気象状況や地形等を踏まえて調査
範囲を設定し、その地域の特性に合わせた調査、予測及
び評価を実施し、環境保全措置の検討を行うこと。

答
申
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No 市 項目等 意見の内容 事務局対応案（論点整理）

（３）水環境にかかわる事項
①　工事中の排水について、排水量、排水水質等の諸元
及び仮設排水処理設備等での処理の内容を明らかにし、
海域への影響を予測及び評価すること。

5 市原市 土壌及び地盤

　地下水を利用することによる事業実施想定区域内及び
その周辺の液状化や地盤沈下の影響及び地下への涵養に
関わる地層について、適切に調査、予測及び評価を実施
し、環境保全措置の検討を行うこと。

現状でも地下水を利用しており、方法書では用水量は現
状以下とする旨が計画に示されているため。

6 市原市 水質
造成等の施行時における水の濁りについて、工事内容な
どを十分に検討して、排水する水質を想定し、海域への
影響を評価すること。

答
申

放水口は事業実施区域の椎津川河口側になく、椎津川河
口の汽水域は影響を受けにくいと考えられるため。

7 市原市 生態系

ア　事業実施想定区域内に植栽されている緑地帯につい
ては、放任することにより樹木等に影響を及ぼし、もっ
て生態系への影響が懸念されることから、草地や樹林な
ど緑地帯の管理について適切に調査、予測及び評価を実
施し、環境保全措置の検討を行うこと。

現行の緑地帯の管理について、調査、予測及び評価まで
求めることは、事業特性、地域特性から見ても適当では
ないため。

8 市原市 生態系
イ　前面海域のみならず、椎津川の汽水域における生態
系への影響を勘案し、適切に調査、予測及び評価を実施
し、環境保全措置の検討を行うこと。

9 市原市 その他

　東京湾沿岸に火力発電所が多く立地することが計画さ
れており、大気汚染、海水温、二酸化炭素排出等重畳し
た影響について、個別に事業者が行う環境影響評価で
は、地域全体の評価を行うことについて限界があること
から、東京湾沿岸の他県知事と東京湾沿岸における環境
影響、全体的なグランドデザイン等について検討するこ
とや、国へ働きかけるよう要望する。

県への意見と受け止め、地域全体の環境評価について、
各項目ごとに法令や計画に基づき実施し、必要に応じて
他県等との情報共有などを図っていきたい。
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答
申

２　総括的事項
（１）事業計画の詳細の検討に当たっては、環境の保全
に関する最新の知見を収集、整理し、最良の利用可能技
術の導入について検討し、各環境影響評価項目に係る予
測及び評価の結果も踏まえ、事業実施による環境への負
荷をできる限り回避又は低減する計画とすること。

３　調査、予測及び評価の手法にかかわる事項
（１）全般にかかわる事項
①　環境影響評価の実施に当たっては、各活動要素及び
環境要素に係る影響について改めて検討した上で環境影
響評価項目を適切に選定し、最新の知見を基に、調査、
予測及び評価を定量的に行うとともに、具体的な環境保
全措置の検討を行うこと。

10 袖ケ浦市 総括事項

当該事業は、高効率な最新鋭の発電設備への更新及び総
出力の減少により、従来よりも環境への負荷が低減され
る計画となっているが、対象事業実施区域周辺では、光
化学オキシダントや微小粒子状物質について環境基準が
未達成であるほか、冷却水の放流先である東京湾は閉鎖
性水域であり、温排水による影響が課題となっている。
そのため、事業者は環境影響評価方法書に記載された調
査、予測、評価を確実に実施するとともに、随時環境の
保全に関する最新の知見を収集、整理し、最良の利用可
能技術の導入について検討し、より一層の環境負荷の低
減を図られたい。

答
申
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